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19.虫VA-PE-EVA複合膜の放射線効果

三 浦 栄 朗

< 序 > EV A はi - (CtI壬-CH2)I- (CH2-Cl10 li)れ- 9 ような構 造を 持

つ高 分 子で､ OH_の 水 素結 合 の ため 高 いガ スバ lJヤ ー_性 を持つ｡ 我 々 は以 前か ら E VA の この性 ft

に着 日 .し その 放 射 線 効 果 を 枚封 して 専 た｡ そ の結 果､ 高 いガ スバ リヤ ー性 は凧 封 にJ:っ て損な わ

れ な い 事が わか っ た. 今 回我 々は そ の他 貴 を用 いて､ ポ リエチ レン (P.E)の 両面 に E VAを張 り

合 わせ た試 料 の 放 射線 効 果を 調べ､ 高分 子の 軟 化劣 化 を防 止 す る可能 性 につ いて枚 討 した｡

< 実紫 > EVA - P E - EV ^は､ 厚 さ 15 Jlmのエ チ レン共 重 合比 3 2%の EV^ と厚 さ

6 0 FLmの低 密 度 ポ tJエ チ レンを張 り合 わせ た もの を 用 い た｡ この試 料 と､ 比 較 の ため の EV^ に

約 400kGyの γ捗 を 空 気 中で冊 射 し､ 約 2000時 間 に わ た りそ の ESR スペ ク トルを甜足 し

た｡ また､ E V^ - P E - E VA､ EVA､ PEの FT IR測 定 と引 っ張 り試験 を行 っ た｡

< 結 果 と考崇 > 照 射 直 後の EVA -P E - EV Aの E S R スペ ク トル を (図 1- a)に示 す｡

この スペ ク トル は､ あ き ちか に EV A の スペ ク トル (図 1-b) とは 異 な ってお り､ E'vAの スペ

ク トル以外 に別 の スペ ク トル が 重 な って いる と考 え られ る｡ こ.の 2つ の スペ ク トル を滅 辞 したスペ

ク トル (図 1- C)は､ 超微 細 紳 道 は は っき り しな いが､ 全体 の #梅 等 か ら考 えて P Eの.7 lJル ラ

ジ カル によ る と思 われ る｡ P Eの み を空 気 中で 照射 ･瀦 定 した と きt=は この ラジ カル に よるスペ ク

トル は税耕 され な いの で､ EVA のガ■スバ リヤ ー性 に J:り､ P Eの敢 化 が 抑 え られ てい る と考 え ら

れ る｡ この ラジ カ ル は 照 射後 2000時 間撞 遇 して も残 存 して お り､ EVA に よ る軟 化 防止 は､ か

な り効 果を あげ て寸､る と思 わ れ る｡ 図 2に E VA - P 冗- EV ^ と E VAの ESR強 度 の減 衰 を示

す. E VA の 部分 の E S R強 度の 減 衰 を 抹ば 等 しい と考 え る と､ aか らbを 引 い た P Eの 部分 の E

SR強 度が まだか な り残 って い る｡ この こ とか らも EV ^が P Eの叔 化 を抑 えて い るこ とが わか ろ｡

FTIR､ 引 っ張 り試 験 の結 果 で も､ EVA に よる P Eの酸 化 劣 化の 抑 制が 確 か め られ た｡
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